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ス ポ ツ マ ン綱 領

スポーツは人間だ

これをより高く,

まく環境の清らかな

かで生まれ,や がて
は競技場にあると同

けがもつ文化の一つである。

より美しいものにするには,ス ポーッを行なうものの精神とそれをとり
ことが必要である。美 しいスポーツマンンツプは,こ のような世界のな
生活を導く基として社会のために貢献するであろう。故にスポーッマン

じ精神と態度で生活し, りっぱな社会人でなければならない。
ツがあまねくゆきわたり,すべての人のものとして発展することを希い
定めた。

スポーツを愛好し,ひいてはそれを心と身体の糧とし,明 るい光とすが
なかで,純粋にスポーッを行なうこヒ。
,ス ポーツを行なうことによって,社会的名声や物質的な利益を得よう
たないこと。

,審判の判定を重んじ,そ の決定に満足しない場合でも感情に支配され
と。

,つねに明朗で,相手を尊重しつつ自分の最善をつくし,そ の成果に満

''1-首 _σ)ス ポー

スポーツマ ン

O 競技する
すがしい

◎ 競技する
という考

O 競技する
ぬ行動を

◎ 競技する
足するこ

綱領を

ものは

空気の

ものは

えをも

ものは

とるこ

ものは

と。

を審判するものは規則に従って公正に判断し,競技を明るく滑らかに進めること。
を見るものは,感情にとらわれた応援をせず,美 しい精神とすぐれた技をたたえ,
―ツのよりよい発展を希うこと。

(諫 早 市体育館 )
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長崎 国体 ス ロー ガ ン

「あすをひらく創造 体」
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世界にむかって大きく伸びゆく長崎県を「● (おおとり)が

世界にはばたく躍進の姿」として表現したもので,鵬の姿を

テーマカラーで色分け表わしている。
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第24回 国体長崎県実行委員会選定

長 崎 玉 体 の 歌

高 佐 日 文

田 伯 本

′=_体 部
晴

´
子

育
_= ‐

‐

^協 月

~■
作 作 選 '`

山 詞 定 薦

1・ わたる風  ひかる雲
いのち澄む 長崎の朝よ
うつ くしく きよく
若き夢

いまここに集 うゎれら

ああ長崎 長崎国体
2・ あがる旗 燃える災

わ
ちから湧 く 景崎の空 よ
たくましく つよく
えらはれて

い まわさを競 うわれら

ああ長崎 長崎国体
3.近 き友 遠き友

ふ    ,́、

寄 りて踏む 長崎の土よ
むつましく かたく
手を とりて

いまここに歌 うゎれら

ああ長崎 長崎国体
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国民体育大会天皇杯・皇后杯

`´

ヽ口■口‐

ー

― ■F｀ヽ
t

ф

杯 皇 后 杯

国民体育大会天皇杯 。皇后杯授与規程

第 1条 天皇杯は、都道府県対抗男女総合順位 1位の都道府県、皇后杯は女子総合順位 1位の都道府県に

授与する。

第 2条 都道府県総合順位の決定は、冬・夏・秋季の三大会を通じ都道府県対抗競技に下記得点を与え、

その合計点の多きものより順次とる。

1位 10点 ,2位 7点 ,3位 6点 ,4位 5点 ,5位 4点 ,6位 3点 ,7位 2点 ,8位 1点 ,

ただし、同点の場合はその順位を共有し、次の順位は欠位とする。なお、 1位が共有の場合は、

天皇杯、皇后杯は授与しない。

第3条 各競技の順位決定は種別のあるものについては、各種別ごとに下記得点を与え、その合計点の多

きものより順次とる0

1位 10点 ,2位 7点 ,3位 6点 ,4位 5点 ,5位 4点 ,6位 3点 ,7位 2点 ,8位 1点 ,

ただし、同点の場合はその順位を共有し、次の順位は久位とするO

第 4条 天候その他によリー部競技が中止になつた競技の成績決定は、その競技団体と国民体育大会表彰

委員会で決める。   、
第 5条 天皇杯ヽ 皇后杯は冬季大会の開会式に返還し、秋季大会の開会式に授与する。

第 6条 天皇杯、皇后杯を授与された都道府県は下の各項により保管ならびにその業務を有する。

1.天皇杯、皇后杯は信託会社または確実な金庫に保管される。

2破損、紛失に対してはその都道府県の責任とする。

3日本体育協会が優勝都道府県名を記入したり、またはその後の必要によリー時返還を求めた場合は

これに応しなければならない。

付  則
本規程は、昭和 44年 4月 1日 より施行するO
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国民体育大会会長 トロフイー授与規程

第 1条 国民体育大会会長 トロフイー (以下

「大会会長トロフイー」といぅ。)は各競
技 ごとに都道府県対抗男女総合順位 1位

の都道府県に授与する。

第 2条 膜位の決定方法は、天皇杯・皇后杯
の授与規定に定める各競技の総合順位決

定方法に基づく。

2 1位 が2都道府県以上にまたがる場合
はその都道府県で共有する。

第 3条 大会会長 トロフイーは各競技会の競
技開始式に返還 し終了式で授与する。

第 4条 大会会長 トロフイーを授与された都
道府県は下の各項により保管ならびにそ

の義務を有する。

(1)責任をもつて保管する。

(2)破損、紛失に対 しては責任を負うもの

とするO

(3)優勝の刻名を次回大会までに行 うもの

とする。

天 皇 杯 種 別 1皇 后 杯 種 別
「
~~~~~~~――――――――――――――――――――十一――

般  女  子

高 校 女 子

■

ヽ″

ただし第 2条第 2項にかかる場合は当該都道府県で協議 して決めるものとする。

(4)財 団法人日本体育協会が必要によリー時返還を求めた場 合はこれに応 しなければな らない。

付  則

本規定は、昭和 44年 4月 1日 から施行する

バドミントン競技総合順位決定方法

順 位 決 定 方 法

一　
　
一　

教
　
高
　
高

各種別の 1位に 10点,2位 7点 ,3位 6点
4位 5点 ,5位～ 8位各25点を与え、その

合計点で順位を決める。ただし、同点の場合

はその順位を共有 し、次の順位は欠位とする。
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あ い さ つ
第24回国民体育大会

会  長  石  井  光 次 郎

天皇・皇后両陛下・秩父宮妃殿下のご台臨を仰
ぎ、本日から6日 間にわ

たり全国各地から選ばれたスポーッの精鋭を迎
えて第24回国民体育大

会秋李大会を開催することになりました と
は誠に欣快にたえません

国民体育大会はスポーツを通じて健全明
朗な社会を築くため、関係者一

同 . 力をあわせて努力を重ね、今日の隆盛 t R- 4 t:4 -.> l: A7' t> 0 *-f

が、更にこの大会が地方のスポーツ振興
に多大の貢献をして参りましたことは、特筆

すべきことと確信い

たします。長崎国体は県民あげて創造国体
のスローガンのもとに長期にわたり大会準備

|こ専念され、今日

の栄えある日を迎えたのでありますが、大会参
加の役員、選手の諸君はこの地元の熱意

|ここたえて競技に

際しては日頃錬磨の力を十 分に発揮
し、日常生活においては選ばれた郷上

の代表としての誇 りをもって

″
規律正しく立派な行動をされ、友好親善

の実をあげられるよう希望するものであ
ります。今日、スポーツ

は単にスポーツを愛好する人達が余暇を活用
してスポーツを実践するだけでなく、む

しろ全国民がそれぞ

naEifra+E#ifrfrl スポーツをとり入れ、たくましい体力と気力を作
りあげるべき大切な時期であり

ます。国民体育大会の使命は大会を通じて広
く国民の体力向上を図ることにありま

すが、この機会に今大

会参加の各位をはじめ全国の
スポーツ関係者が社会の要望にこたえて

~層研讃に励み、スポーツの指導 |

精進されることをのぞんでやみません。

本大会の開催にあたり多大の尽力と
ご協力をぃただきました地元長崎県はじめ多

くの関係者の方々に心

から感謝の意を表して挨拶といたします。

あ い さ つ

民~υ ~

文部大臣  坂  田  道  太

天皇・皇后両陛下のご臨場を賜わり、全国各
地から参加された l万 6千

余名の若人の盛りあがる意気と力を結集
して、ここに、第24回国民体

育大会秋季大会を盛大に開催ぃたします
ことは、わたくしの深くよろこ

びとするところであります。

国民体育大会は、関係者のご尽力
により、ますます発展し、いまや

ス

ポーッの祭典にふさわしい盛況を呈し、
わが国の体育・スポーッの振興

に顕著な成果を及ぼすとともに健全にし
て明朗な国家社会を築くための

大きな力となつております。

郷土の期待をになつて全国から参加
された選手諸君、どうか公正明朗

なスポーツマンの本領を発揮し、力
いつぱい健間されんことを希望いた

します。

また、本大会の開催にあたり、地元長崎県を
はじめ関係各位から寄せ

られましたご支援ご協力に対し深く感謝
の意を表してごあいさつといた

します。
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第24回国民体育大会長崎県実行委員会会長

長崎県知事    佐  藤  勝  也

天皇・皇后両陛下の御台臨を仰ぎ、全国都道府県ならびに沖縄から、
スポーツの精鋭をお迎えして、第24回国民体育大会・秋季大会を開催
できますことは、この上ない光栄であり、よろこぴでござぃます。
ひかり満つ錦秋の空のもと、永い歴史と伝統に輝く長崎の地で、いま
世紀のスポーツの祭典がくりひろげられようとしてぃます。
「あすをひらく創造国体」にふさわしく、本大会を契機に、国際県長
崎の飛躍的発展を期してまいりたいと存じます。

選手のみなさんは、日頃鍛えられたヵと技を遺憾なく発揮され、優秀
な成績を収められるとともに、この長崎国体をみなさんのスポーツの歴
史の新しい~ぺ ~ジ として飾つていただきたいと存じます。
おわりに、本大会の開催のため絶大な御支援・御協力を賜わりました
関係各位に、衷心より感謝申し上げます。

f>t.)E-t

ir!\3-t
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日本パ ドミントン協会

会  長   本  田  弘  敏

第24回国民体育大会バ ドミントン競技大会をここ諌早市において開
催致 しますにあたり、全国の役員選手の皆様と、一堂に会することが出
来ましたことは何よりの欣びであります。

省みますと、本年は幸にもユーバー杯の確保に成功 し、 次には トー
マス杯の獲得に全力をあげるべき年にあたり、一面前途洋々たるものが
ある反面に、王者の道の極めて酷 しいことを痛感致 して居ります。その
成否は一に全国の若い選手諸君にかかつてぃるのです。

その意味において、ここ諫早に郷土の栄誉を荷 つて参加された皆様が
日頃錬磨の技量を十分に発揮され堂々のプレーをなされるよう心よりお
祈りする次第です。

終 りに本大会準備のため多大のご尽力を賜わりました地元関係者各位
に対し衷心より感謝申し上げて、ご挨拶といたします。
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諌 早 市長    野  田  次  三

さわやかな秋空のもと、天皇・皇后両陛下のご臨幸を仰ぎ、全国の精

鋭 1万 6千有余名の選手諸君を迎え、第24回国民体育大会秋季大会が

本諫早市を中心に長崎県下で開催されますことは、ここ数年のあいた、

この日のために懸命の努力を傾けてまいりました本市 6万 4千の市民に

とりまして、この上もない光栄であり限りない感激とよろこびでござぃ

ます。

選手のみなさん、ょぅこそおいでくださいました。本市では
バ ドミントン競技をはじめ、陸上、軟式野

球 (一般準硬式)、 馬術、山岳の 5種目の競技を担当いたしますが本大会のめに、全市民こぞ
つて諸般の

準備を進め、みなさんのご来諌を心からお待ちしてまいりました。

選手のみなさんには、国体選手としての光栄とはこりをも
つて、思う存分の力とわぎを発揮され郷土の

よ望 と、期待に応えられますよう悔いないご健斗をお祈りしてやみません。

本市はただ今、県下の交通・文化の要衝地としての諸施設と
ニュータウンの建設など、明るい希望と発

展に満ちた都市づ くりを推進中であります。

みなさんのご滞在中、いろいろとご不自由、ご不便をおかけすることが多かろうと存じます
が、この点

市民の歓迎の誠意に免じてご海容いただきまして、これを機縁に、本市発展のた
めのご指導、ご教示を賜

りますれば、この上もないしあわせに存じます。

おわりに、選手役員みなさんのご健康とご多幸をお祈りして歓迎のごあいさつといたします。

長崎県バドミントン協会

会   長   荒  木

この度第 24回国民体育大会を当地で開催致しますに当り、全国各地

より400余 名の皆様をお迎えし、日頃錬磨に錬磨を重ねられたすばら

しいプレーに接することが出来ますことは県協会員一同喜びにたえない

所であります。

長崎に国体開催が決定 しまして以来皆様に最善の試合の場を設ける
べく

万全の準備を致 した積りですが、何分経験浅く力足らず、何かと到りま

せぬこと多いかと存じますが、私共一同の試意と努力をか
つて凡てを御

海容下さるよう御願い致 します。

次に地元と致 しましては、競技運営のみならず、万般について出来る

限りのサービスをなし、「諫早の国体は実に良かつた,楽 しかつた」と

喜んで御帰 りいただき度く存じます。歴史の都長崎・島原
・平戸、湯の

町小浜・雲仙、基地の町佐世保と十分に見学を重ねられて故郷
への土産

話とされますよう祈ります。簡単乍ら、これを以 つて歓迎の御挨拶と致

します。
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会 場 主 任

総  務  係

式 典 表 彰 係

プログラム販売係

受 付 案 内 係

接  待  係
電  話  係

会 場 美 化 係

教  護  係

練 習 会 場 係

警  備  係

喜

則

男

喜

亨

博

明

エズ

有

朝

次

佐

　

靖

朝

ン

藤

富

　

田

村

木

日

島

佐

武

森

福

津

青

内

副

一ノ瀬 武 夫

中 野 貞 雄 (農校体育館)
消 防 署 員 4名

今 里 鉄 男

田 中 敏 之

吉 野 武 彦

42名

8名

50名

1名

6名

15名

10名

3名

7名

2名

4名

7名

8名

5名

5名

本
　
村
　
野

松
　
西
　
中

彦

子

寛

光

子メ

義

命

保

正

ウ

田
　
松
　
田

森

原

山

池

村

田
　
ロ

鈴

池

千賀子

粛 江

協力団体及び補助員

式 典 表 彰 係

冨美子

英 代

幸 代

早 田   寛 (商業体育館)

(指揮者 長 沼 柱 三)

●ヽ‐●

プログラム販売係

受 付 案 内 係

接  待  係

電  話  係

会 場 美 化 係

救  護  係

警  備.  係

練 習 会 場 係

諌早高校プ ラスバ ンド

諌早高校パ トントワラー

諌 早 高 校 生

諌 早 高 校 生

諌 早 高 校 生

婦  人  会

諌 早 高 校 生

諌 早 高 校 生

諌 早 高 校 生

諌 早 高 校 生

消  防  団

婦  人  会

諌早商業高校

諌早農葉高校

小 浜 高 校

ヽ _

―
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バ ドミシ トンの手 引

″

昔、インドのポンベイ州プーナで発生したこのグーム

は、 1844年駐在の英国士官によつて英国に伝わり、
1873年 にブーナと呼ばれていたが、グロセスターシ
ヤーのビンホード候の所領パドミントンで本格的な競技

となつた。
パドミントンの名称はその地名をとつて名付けられた

ものである。 一方長崎・出島のオランダ屋敷の古文書
や絵図の中 (約 200年前に刊行されたもの)に現在の
パドミントンらしい用具を使用して「インド人」が選ん

でいるところが紹介されており、これが現在のパドミン

トンに発達したものであれば、実に我国には英国より早

く長崎にもたらされたことになる。

パドミントンの国際連盟 (略称 I・ B・ F)は 193
4年ロンドンに本部を置いて創設され、現在60ケ国の

加盟で成立している。

日本バドミントン協会 (略称N・ B・ A)は昭和21

年 (1946年 )に結成、23年 に日本体育協会、27
年 1・ B・ Fに加盟して、全国46都道府県と沖縄に支

部を持ち、また学生、実業団、教職員の全国職域組織の

3連盟を傘下に置いて横の連絡が形成されて競技人口の

推定は 100万人以上、選手の登録数も2万人を教えて
いる。
パドミントンの世界選手権は、国別の国体戦で男子 (

トマス杯)女子 (ユーバー杯)と も3年毎に行なわれるo

日本は第3回 (1955年 )に初参加し、第4・ 5・
6・ 7回 (1967年 )の トマス杯に出場、第6回東京
大会にアメリカプーン優勝国として、また第7回 ジャカ

ルタ大会には豪亜′―ン優勝国として参加し、マレーシ

ヤ (優勝)イ ンドネシアに次いで第3位である。

ユーバー杯は第4回 (1966年 )に初多加して、ア
ジアゾーンの代表国として、ニユーンーランド大会に進

み、インドネシア、イギリス、アメリカを倒して輝く選

手権国となつた (昭和41年 5月 21日 ウエリントン

市)。

なお、本年6月東京において初防衛戦が行なわれたが

全くイ'Lの諸外国を寄せつけず名実ともに、ふたたび世界

のチヤンピオンの座を保持した。

1・ 3・ F加盟国は男女とも米、欧、亜ぃ豪亜の4ゾ

ーンの内、何れかに参加してゾーン優勝国同志のインタ

ープーンに進み、これに優勝して選手権国に挑戦して新

チヤンピオンになるシステムである。

しかし1969年ユーパー杯東京大会の後は、選手権
国もインタープーンに参加するシステムに改正された。

個人の世界還手権はないが、 1899年から始まつて
いる全英パドミントン選手権大会 (ウエンプレー)はこ

れと同様にみなされている。

日本の参加は!963年、小宮好雄選手に始まり、 1
966年の男子単に秋山真男選手、 1967年の女子単

|こ高木紀子選手、 1968年 の女子複に高木紀子、天野
博江両選手がそれぞれ準優勝を連げた。

男子単のベスト8に は小宮好雄、宮永武司、小島一平

の各選手がいる。 (昭 43調 )
N・ B・ A・ 主催の年次大会は全日本総合 (個人)全 日

本実業団 (団体・個人)全 日本学生 (団体・個人)全 日

本教職員 (団体・個人)全国高校 (団体・個人)全 日本

社会人 (個人)の各選手権大会のはか、国民体育大会バ

ドミントン競技会の 7大会である。

競 技 の 見 方

バ ドミントンは、追羽根との連想から幼稚な競技のよ

うに思われてきたが、今日では最近の国際競技実績から

広い範囲に理解されている。

この競技は強い脚力と筋力、内臓を必要とするスピー

ド感あふれたダイナミックなゲームである反面、ち密を

神経と繊細を高度のテクニックを要する興味深いもので、

本競技の先進国では常に 1万人以上の観衆を集める魅カ

がある。

また一方ではレクレーションとして、誰でもどこでも

手軽にキャツチボールのように楽しむことができるのも

今日の発展を呼んだ大きな原因である。

l.524mの 高さのネツトをはさんでラケツトで約
58の シヤトルコッタの打ち合う球技であるが、打ち方

(ス トロータ)の程度はいろいろある。

主をものは高く深く打つハイクリヤー, スマッシュ・ ド

ロップシヨット、ネットの攻め合いのネットストローク

(ヘヤピンンヨツト)な どで、とりわけネノトに当って

伝わるようなプレーがデリケー トに応酬されるときはス

リルさえ感じる。

相手の弱点を攻め、体力を消耗させて行くゲームなの

で逆モ~ン ヨンをとり、また鋭い予見で一瞬でも早く防

ぃでゲームを有利に進めて行くのである。

選手違はラインやネットの上縁などギリギリの点を攻

め、また何十分の一秒の差を争うきびしい競技のため、

たえず細かく気をくばり神経を張りつめている。

喚声やざわめき、写真のフラッシュなどは円滑な競技

の妨げになるから、競技を正しく見る観客として充分な

注意が必要である。

ミスに対して手を叩くようなことも慎しまなければな

らない。

正式の競技会は暗幕で天然光線を通り、風が入らない

ようにして人工光線で行われる。

元来が英国発生の競技なので、選手間においても札を

失するようなことがあつてはならない。

~F
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試合は単・複 (滋合)の 2種類で、 1試合 (マ ッチ )
は lグームが 15ポ イント (女 r単のみ llポ イント)
で3ゲーム (2ゲーム先取 )
サープした方 (イ ンサイド)が勝てば lポ イントが与
えられてサービスを続け、 レン~プ側 (ア ウトサイド)
が勝つと得点に変らずにサービスオーパーとなつてアウ

トサイドはインサイドとなる。  但しダブルスの第2
インニングからはパートナーがセカンドサーバーとなる

ので、2度のフオルトによリサービスサイドが変る。
主害は必ずインサイドの得点からコールするからどちら

が11`‖,かすぐ判る。
パドミントンにはシュースはなく、セッテイングが行

なわれる。  各ゲームで 13オ ールか、 14オ ールと
なつたとき、追いつかれたサイドはセッテイングする権

キ11をキ十つ。

セッテイングしたときはカウントを一旦 0オ ールにし、
し
'κ
めて5点 (!3オ ールのとき)ま た3点 (14オ ール
のとき)の グームとして勝負する。
セッテイングにアダインはない。

記録は終了の点教、例えば 18対 15、 17対 14な
どとする。

女r単では !0オ ールのとき2点 、9オ ールのとき3
点のセ ッテイングとなる。

l:な フオルト (反則)は 次の通りである。
1. ラインクロス、フットフォルト

サービスのときにサーバーやレシーバーがラインを

ふんだり、またいたりしたとき (パートナーはかま

わない )

足をずらせたり、床から腱したとき (一部でもついてい

ればよい)

2,オ ーパーウエスト、オーバーハンド
サービスがウエストの線より上で打たれたり、そのと

きラケットの頭が手より上に出たとき

3,ラ インアウトなど
シャトルが相手のコートに入らなかつたとき (サ ービ

スは決められているサービスコート)

但し相手が打てば入つたこととなる。シャトルが自分

のコート (サービスコート)に落ちたシットルを打た

なかつたときや、自分の身体や着衣に当つたとき

4, ダブルタッチ、 ドリブルなど
シャトルを1人が2度以上打つたり、続いてパートナ

ーが打つたり、ホールデイングしたとき

5,オ ーバーネット、タッチネット、オーバープーン、
インターフエアなど

ラケットや身体がネットにふれたり、相手側に入つた

り相手を妨書したとき

フォルトは主審が裁定する。

しかし、サープ、レシープについてはサービスジヤツ

ジが、ラインのイン、アウトは担当のテインズマンが裁

定す。

この外、息切れや疲労回復のためブレーをぐずぐずさ

せることを禁止してあつて、主書の許可をしにコートを

離れるとオミントされるからタオルは小さいものを身に

つけ、予備ラケットはコートサイドに置くなど選手は

注意しなければならない。

ー
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第

1  開 始  式。 (10月 27日  諫早市体 育館 )

_′

I # 7 * (rorsoe ,,,li ?,Jj{ fiFn)

大 会 の 注 意

|.各競技・ 練習会場とも.運動グツは競技用と屋外用をはつきり区別すること。

2. 競技区域内には競技者および役員以外は立ち入らないこと。

3. 会場内は禁煙。喫煙は指定の場所ですること。

4. 貴重品,その他の持物については各自の責任において管理すること。

順 序 時 考

フア ンフアー レ

行 進 山

5

7

8

9

9:01

9:16

11木バドミントン協会長大会会長あいさつ

歓迎のことば

,た技開始111,

フア ンフアー レ

行進‖1

8:30

9:00

9:20

9:22

9:25 長崎県パドミントン協会長 荒木  突

表  彰

9:39

9 :40

歓迎のことば

「君が代」斉 唱

f若い力」斉 ||11 9:17

9: 19

野田 次三

10

13

11

12

時

フア ンフアー レ

相場 清一

役員選手団集合

次三

表  彰

大会会長あいさつ

13:10

13:30開式通告

得 賞 |■

野 田

日本バドミントン協会長  本国 弘敏

0(Bo: L{l

フア ンフアー レ

行 進 |‖ 1

13:31

13: 35

14:02

13: 50

14:00

13:56

13: 59

選手団退場

|‖人通告
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諸会議会場 日程表

ヽロ

会  議  名 1月 日1時 間lg 所 |1会  議  名。 1月 日 1時 間 |= 所

|ヒ 導 委 員 会 10.24

審 判 委 員 会

:■ ■ . 会 24

鶯 務 理 事 会 24 19:00

理   |:   会 10.25 10100

監  lf 会  議

臨  'キ  総  会

10.25 13:00

14100

25 18:00

10.26

′」ヽ浜田丁
春陽館(旅館)

全 国 理 事 長 会

審 判 会 議

MEM()

-16-
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日  程

高校女 r

教員男子 準決勝

準決勝

教員男子二決

教員男子決勝

―

―

Ｉ

Ｌ

Ｉ

Ｉ

一 般 男 子  l回 戦

高校女子 1回 戦

一般女子 1回 戦 高校男子 1回 戦 教員男子 l回 戦

一 般 男 子  2回 戦

|
-1

高校女子 2回 戦
一 般 女 子  2回 戦

高 校 男 子  2回 戦
教員男子 2回 戦

一 般 男 子  準々決勝

一一好一高肝〓肝一

準
一
子
訂
子

女
ヽ
男

穀
準決勝

一　
膀
一

一校
決
薇

一　
準
一

|け

一  般
準決勝 男子 準決勝|

-&t+ --i)! -trt+=* HtrBt=* I
高校女子二決

一般女子決勝 一般男子決勝 高校男子決勝 高校女子決勝

-17-

笏

蒻

蜀

了

蒻
修膠 翡魏

艤
鰊魏

一 般 男 子  3回 戦
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日

報夷挙 モ丈ヽ高

鳳失事 千民員薄

簿 回 | キ 晨 螢 ―

薄 回 | モ責対高

毒 回 I キR員難 薄 回 | キ晨難高 ―
――■

簿 回 | 千葉銀―

簿 回 S モ 晨 螢 ―

簿 回 ミ i丈対高
簿 回 S 千 葉 螢 一

薄 回 S モR員郎
簿 回 S モ 晨 対 高

「
―
「――-4

簿 回 ε モ 晨 蟻 一

報癸ヽ車  千 長 螢 ―
螢

卒モ責組 千 葉

輛メ

`肇

高
モR

率モ晨 卒 モ 晨

力三十丈対高
央三モ晨対高 央=モ

晨螢_薬 三千葉軸―
鶴夷千葉対高 十億ヵキ晨対高 翻央キR銀― 観央千■螢一

―TI―

罫

|

厖
螢
樹夷

舅
簿
翻史 半
螢
想夷



競技順序おょび唯固_(∠ イムテープル)

― ト

口

諫 早 市 体 育 館 (第 1会場) 諌早高校体育館 (第2会場)

第 1日

10月 278

(月 )

9:00 開 始 式

10: 00 M M    2 M    3 4ヽ1    4 1ヽ    5 1ヽ     6

11 :30 M  7 ″ヽ1    8 ″ヽI    19 M   10 M ll

C   I

M   I 12

13:00 M  13 4ヽ   14 M  15

B   2

G   2

14・
.30 L 1

M 16

L   2 B   I T T   2

16 : 00 M  17 1ヽ   18 M  19 4ヽ    20 �1   21

第 2日

10月28ロ

(火 )

9:00 4ヽ    22 1ヽ    23 4ヽ    24 1ヽ    25 こ`    26 1ヽ    27

10:30 1ヽ   28 M    29 1ヽ    30

L 5

M 31 C   3 G   4

12: 00

131 30

1´    3 L   4 I.    6 C   5 C   6

B   3 B   4 B    5 B   6 ・
I｀    3 T   4

15100 M    32 M  33 1ヽ    34

1ヽ  38

M    35 T   5 T   6

16 : 30 4ヽ    36 4ヽ    37 M    39

第 3日

10月29日

(水 )

9:00 M    40 M  41 1ヽ    42 M  43 G   7 C    8

11 :00 L    7

B   7

L   8 T   7 T   8

13 :00 B   8

15100 1ヽ   44 ′ヽ1  45

第 4日

10R308

(木 )

9:00

1, :00

l′    9 4ヽ    46 B   9

B   10

G   9 T   9

1.     10 1ヽ   47 G  10 T  10

13: 30 イ冬 了 式

M:一般男子 L:一般女子 T:教員男子 B:高校男子 G:高校女子

競 技 場 の 注 意

|.選手は試合開始10分前に所定の選手集合場所に集合し当試合のェ審の指示に従つてください。

2. ベンチヘ入場行進の後.当試合の組合わせ表による若番のチームから最初に 3分間の練習時間

が与えられます。
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13茨

14鹿

15禾ロ

16徳

17山

18栃

19佐

2o沖

21広

児 島

歌 山

島

形

賀

縄

島

1   19

2

組

。 

“

41

〈
ロ せ

般  男  子
3 21山

2島  根

3青

4福

5大

6宮

7滋

分

城

8熊  本

9岐  阜

lo愛

11群

12新  潟

2 ≧

36 1 一日

2

3

,

釘

万、 24

山 25

知 26

島 27

重 28

海 道 29

崎 30

葉 31

取 32

lF 33

都 34

り|135

玉 36

阪 37

崎 38

日 39

り|140

山 41

田 42

岡 43

岡 44

野 45

良 46
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反携力 抜群 .′

新製品 No3500

●

●シャフトの反撥力をフルに発揮できる全長

16cm直径 65mのストレート特殊スチール
ルパイプを使用

●小銀杏構造と輸入木材を基にした革命的な

特殊合板でバランス、耐久力は抜群

″
″
ノ
′
′

91,Jじ フ
株式会社諸 江 製 作 所
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東京都渋谷区笹塚 2丁 目46番 8号

軍 騒 (377)4401(代 表)

ス トレー ト特殊スチールパイプで

シャフトの効果が倍増されました

あなたのプレイが注目の的です
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第 1会場諫早市体育館,第 2会場諫早高校体育館周辺図
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諌 早 市 体 育 館 施 設 図
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貴方の アッ トワー クに無理が あ り

ませんか ?
●全国の トッププレイヤーは ョネヤマ印パ ドミン ト
ンシューズで頑張っています

Ｅ
Ｅ
■

&
d=b

ヨネヤ7ヲケット
東京都文京区湯島 3丁 目13番 5号

TEL 834-4486～ 3 〒 l13
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バ ドミントンは特に動きの激 しいスポー

ツです。動 き良 く、ショックを柔 らげる

点に大変苦心 しました。今回ほとんど完

全なシューズを皆様におすすめ出来る事

を非常に喜んで居 ります。
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．
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築
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野 々 口 田
藤
原

南
西
工
芦

治
明
参
身

直
寿
勇
健

岡

東 口

佐 賀

，
■

|,司

矢ロ

愛  媛 遮 中

一弘
誠

好
瀬
三
早

徳   島

香  川 真江

下

田

」
¨

―ｌ

ι森 選 ヽ

・

・

下

田小
．
″
↓

山   口

広   島

本

畑 面

「

予西
延原美和子
坪日久仁子

岡   山 松 光

監
■:

島
●

一

安達 也

古鳥  取

″ 吉出 孝 子
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N.B ● 百二 ● Cπ》C.M. BRAND
バ ドミントンの気
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漱ヽ
揉
薔
一》
ｔ
ヽ

CMの 風格
・佐 存゙じですか〃

★ 我国でシヤ トルコック製法を一番先に機械化 して水鳥シ
ヤ トルを普及したのはCMで す。
★ N.B.:はパ ドミン トン普及発展のために製造から直売
システムです。

★ 現金でお申込になれば卸価格てお求め出来ます。

★ C.M.の トヨグはC.M.の N.B.:と 変更 しました。

日本バドミントンインタストリサ株式会社1
T E L 0422(47)333:(イ t) 3東京都三鷹市井ノ頭 4-8-7

ヽ′
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◎第4回 昭和24年 東京 YMCA(個人戦オープン)

一 般 男 子

単

一 般 男 子

'Ч

神奈川

神奈川

位位
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∫
l

II
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神奈川  遠 藤 文 子愛 知  吉 沢 千 里神奈′ll  吉 日 とよ子

一 般 女 子

保

郎〓

藤
　
上

佐
　
村

ｒ
ｉ
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光
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○第5回 昭和25年 愛知県 (総合優勝 神奈川県)
小
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○第 7回 昭和27年 宮城県 東北大学体育館 (総合優勝 神奈川県)
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○第 8回 昭和28年 香川県 善通寺体育館 (総合優勝 神奈川県)
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◎第10回 昭和30年神奈川県体育館,鶴見高女体育館 (総合優勝 神奈川県)
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○第12回 昭和32年 静岡県 富士宮体育館,富士高講堂 (総合優勝 神奈川県)
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○第13回 昭和33年 宙山県 高岡女高体育館,南星中体育館 (総合優勝 東京都)
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○第16回 昭和36年 秋田県 象潟町中学校体育館 (総合優勝 秋田県)
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○第17回 昭和37年 岡山県 立倉敷青陸高等学校体育館 (総合優勝 東京都
・宮山県)
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昭和39年 新潟県立三条高等学校体育館 (総 合1重勝 新潟県)
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バドミントンの日本最初の.渡来地は長崎の出島 ?

今から約 200年前の長崎・出島のオランダ屋敷内の事柄を記録し
た古文書や絵図の中に現在のパ

ドミントンらしい用具を使用して遊んでいるところが紹介されて
いるのを当県協会員が、最近発見

しましたので、全国のバドミントン愛好家に何かの参考になればと思
い、幸い長崎県で開催される

第24回国民体育大会を機会に、ここに転載する次第です。

紅 毛 雑 話

「紅毛雑話」(長崎市立博物館所蔵 )は 、森島中良(江戸
の人1754年～1808年 )が編集しその兄桂川国

端が天明 7年 (1787年 )に刊行したもので、 徳川鎖国時代唯一の問戸であった長崎出島に来航した

紅毛人(オ ランダ人)の風習や奇談更に蘭書にのせられた珍説などを収録
したもので、外国事情を絵

入りで紹介した珍書として当時太田南畝著壊浦雑綴などと共に非常にもて
はやされた書物である。

之は全5巻よりなりその第 1巻に下記の事が記されている。

o羽根板並羽根

黒坊の弄びなり。西洋館にて閑暇なる時は遣羽子越
っきて遊ぶとなり。羽子板を「ラケッ

ト」 といふ。羽根を「ウーラング」といふ。図形の如し。

ウーラング之図

大さ図の如し羽根は楊弓の矢羽の如き五色の染羽なり、下の袋は自き革
にて包み中は 「キ

ヨルク」といふ朽木なり蹴鞠の如く作りたり革の合目
の上へ赤き毛織の笹縁越十文字に置たり

ラケット之図

長さ一尺七、八寸(51セ ンチ～54セ ンチ)縁は曲物なり縁柄とも
に金唐革にて巻たり両面

とも三弦の革の如き薄皮にて張り又アンペラにても張革にて張は古製なり

此玩器吾家に珍蔵せる物先年田村元雄先生へおくる今彼家にあり。

(注 Ⅸ l.黒坊とは、この本や当時の書物などには、「海 L11本 より3400里南天竺より、まだ、

南にある爪畦(今のパタビヤ)と いう四季大熱国の島に住む人種にて、色黒く常
に裸

体にて、ただ陰部を包み隠すのみ。常に飯と肴を喰うも豚を決して食せず」と
ある

様にオランダ人が奴隷として黒船で長崎にいつも伴な
つて来ていたインド人ではな

いかと思われる。

(注 )※ 2.ア ンペラとは多年草で菫をむしろに編んだもので帆や日よけなどに用い、また砂

糖、茶、塩、生糸などの包装用にする。

長崎 阿 蘭 陀屋 敷絵
「長崎阿蘭陀屋敷絵図」(長崎県立長崎美術博物館所蔵 )

この絵響物は「漢洋長崎居留図巻」2春の内の 1巻で作者は不明であるが、全く同じ筆法で絵春を

残している。川原慶賀の作といわれ約200年前に書いたものとされている。この絵で見られる様
に一

階の屋根瓦の部分に羽根が見えるが自い半球に羽根が植えであり黒坊と黒坊が愉しく羽根を飛ばし

て遊んでいる風景が画かれている。
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長崎県バ ドミントン協会  連絡先 県協会

「紅毛雑話より」

事務局長 片平 直照
(長崎市鳴滝町 176)
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「長崎阿蘭院屋敷より」
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以上 2点が長崎出島の資料でありますがもしこれが現在のバドミントンの先祖であるならば、イ

ンドのプナーより英国に渡ったものよリー足先 (約 60年程前)に 我国に渡来していたことになり

今後の調査いかんによっては、非常に興味深いものがあります。なお、何か、お気付の点又は他に

資料等ありましたら下記あてご連絡下さい。
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第 24 国 民 体 育 大 会

日 綿 繊 維 工 業 株 式 会 社

本  社   大阪市北区堂島船大工町14日 昭ビル

初芝工場 大阪府堺市日置荘西町347番地

TEL 0722(85)0003. 0626,

一宮工場 愛知県一宮市大字西大海字金底78番地

TEL o586(3)4061.(2)6007,
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丈夫さ動きやすさだけでは不完全

美しさも大切です
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宿 舎 名 電  話 宿 舎 所 在 地

ィド1場 Frl
|

小浜
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1

小浜

川

島

媛

知

香
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愛
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9 大 和 屋
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ロ祝 第24 国民体育大会バ ドミントン競技

佐世保バ ドミントン協会

会 長 金  子
副会長 千 住
副理事長 伊  東

外 会 員

義  男

真

博

敏

同

_ノ

ミセキネツト製作所
埼玉県幸 千町中 11■ 17-4 TEL 04804(2,0379

(東武 |]光線 )

祝  第24回国民体育大会
日本バドミントン協会公認

世界選手権及日本各選手権大会全部使用

Y.M.ミ セキネット
当。大会御使用ネット

各協会及連盟公認のスポーツ用ネツト全般

特にバドミントン・ネットはおまかせ下さい
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東京オリンピック大会,バングコツク・アジ
ア大会,メ キショ 。オリンピック大会などの
世界の桧舞台で,関係者から注目された くセ
ノー》の各種器具・器材は,当社技術陣の ,
たゆまぬ開発・研究の成果によるものです。

POκ 。ヽ

体育施設の綜合メーカー

勢 能 体 吉 用 品 漏 式 舎 孟士
本  社 東京都千代田区神田司町 2～ 7(小笠原ビル)

TEL(03)292～ 5411
大阪支店 大阪市北区芝 田町 101(浅 野 ビル )

TEL(06)372´-3341
福岡支店 福 岡市天 神 2～ 8～ 38(協 和 ビル )

TEL(o92)77´-3568

検定合格球

フアス ト印シヤトルコツク

製造発売元

フk」萎:フア
ストゴールド

」‐′いリフアストシルバー

有限会社
`

ジヤワ商会 l
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山形市六日町7-2 8TEL● 3994

明日の日本樹:嚇|する,罰功は,《セノ
ー》(郷梓開品で媚えられています……



広く世界で大記録を樹立したネットです。ノ
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OGTOマ ーク・ 世界 が選 ん だ

ネ ッ トです

●国際大会 に常時 出場 の ネ ッ ト

で す

●世 界の熱 戦 を経験 して きた

ネ ッ トで す

0数 多 くの一流 ゲ ームを生 んで
きま した

ス ポ ー ツ ネ ッ ト

Jィティヤンワ“

"拿
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Jr+ti- t.,,,.s z' o Yl,ooo

/ゞF三 iン片i夕 '

」

華 麗

し 然́

し 、

も ヽ

く′・`

ヽ ■ ニ ョ カ 槽 ヨ ロ 粒

神戸 市須磨 区寺 田町 3-1

支店 /神戸 ・大阪 。東京
(

党ぃ重力きを加え L

タイガーバドミン
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●アル ミ製では不可能 なスチールの弾力 を生 か した最高級 フレームです 従来の T型パチの欠点 である
打球時の不安定 と、ラケ ッ トの中心以外で打 った時のシャフ トの飛行距離の悪 さなとを完全 に解 決 し
た Y型 ′ヾデ・を ,果
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*T― ! エクセレント
(EXCELLEN了′

クローム モ ',プデン テーパード スチール
シャフ ト使用

小売●格 《¥3,500》
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新発売〃
国産初の

アル ミシャフト採用〃

NO.8000

アルミナハイパワー

軽 い

アルミユウム合金の比重は約2.7で .鋼の8.9や鉄の7.9に 比べて1/3
に過ぎず.非 常に軒 くリストの弱いプレーヤーに向きます

強 い

特殊製法によリアルミニウム合金をラケットフレームに用い、鋼
鉄に匹敵する強 さが発揮 されました _

3単く」
木製.スチール製に比較して柔軟性.反横力が抜群 オ丁球の初速
が早く、更に加速が増加してすばらしいスマツンュが打てます
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東京都丈京lス:,場 1',3 Jl113番 5り・
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